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量性に付いて検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 : 1987-88年 及び1888-89年

やや遅くなった。 2年目はそれぞれ3日前後早くなったが

品種間の傾向は類似していた。これらの結果より,早生 3

図2に倒伏の経過を示した。倒伏程度及び倒伏の進行に

は品種による傾向の差異が大きく,それは出穂期の早晩と

関係がみられた。すなわち,改良ライコーン等の早生種は

穂揃い期以後も倒伏程度が小さく,B756等の中晩生種は

1 は じ め に

夏作物に長大型飼料作物を想定した周年作付体系におけ  品種,中晩生 3品種.晩生 2品種の品種グループに区分さ
る冬作物として,ラ イ麦と小麦の交雑種であるライ小麦  れた (表 1の出穂期参照)。
(Triticale)の 導入を図るため,そ の生育特性並びに収   o)倒 伏程度

2)供試ライ小麦品種 : 1年目は8品種, 2年 日は6  出穂期以降倒伏程度が高くなった。これらに対して,晩生
品種 種の JENKINS等 は出穂期以前か ら倒伏程度が高
0)播種期 : 1年目は9月 24日 ,29日 ,lo月 5日 の半  かった。また, 1年 目に比べ 2年日の倒伏は軽微であった
旬ごと3回 ,2年目は9月 29日 ,10月 6日 の 2回
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穫期 : 翌 5月 中下旬及び 6月 中旬
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3 試験結果及び考察

1年目の冬期は 1月 下旬までは気温が高く積雪もほとん    88
ど無かった。下旬以降寒さが厳しくなり20～30mの根雪と    お
なった。消雪は3月 中旬であった。 2年目は10,11月 に低    ;
温が続いた。 1月 は5～ 10mの少雪,2月 以降は暖冬で根    薔
雪は見られなかった。

a)越冬性
図 1に越冬性の年次,播種期間の関係を示した。 1年目
は雪腐病害, 2年 目は凍上害が大きく関与したが,品種の

越冬性には年次間で相関がみられた。播種期間でも1品種    87
を除くと相関がみられ,越冬性には品種間差があると考え    Ю
られた。ライ小麦の越冬性は大麦にやや優リライ麦に劣っ    颯
たが,ラ イ麦に優る品種もみられた。ただし,根雪期間の    種
長い条件での評価はできなかった。

② 出穂性
図2に 1年日の出穂の経過を示した。出穂始期は 1年目
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図 2 ライ小麦 出穂,倒伏の経過 ('87～′88年 )
注 出穂 :― ― り/24,一 -9/2'.― ‐-10/5播種
倒伏 :―-9/24,一 - 9/29,― ― -10/5播種
出穂・ 倒伏程度 1:少～ 5:多

表 1 ライ小麦の乾物収量

図 3 草丈の推移 ('88～ '89年 )

が,こ れには6月 下旬以降の少雨が関与すると考えられた。

に)草丈
図 3に草丈の推移を示した。 5月 中旬までは大麦と同程

度,以後急激に伸長して 6月 中旬にはライ麦並みとなった。
推移の傾向は上記品種グループによって異なった。

6)乾物収量
表 1に 2か年の乾物収量を示した。播種期については

,

大麦が早播,ラ イ麦が晩播で他草種より有利性を示すのに

対して,ラ イ小麦は9月 29日播で有利性を示した。収穫期
については, 5月 中旬以降の乾物生産量の増大が著しいた

め, 6月 中旬刈りの乾物収量が 5月 中下旬刈りの 2倍前後
に達した。これらの結果, 9月 29日播・ 6月 中旬刈りで両

年とも乾物収量が最も大きくなった。

2年目は1年目比べて播種期間の収量差が大きかったが
,

これは秋期の低温の影響と考えられた。また,9月 29日播
は越冬期,5月 中旬以降の天候に恵まれたことから1年目
より著しく多収となった。
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乾物生産量は5月 中旬以降急激に増大した。乾物収量の

面からは,周年作付体系における後作には播種適期が5月
上中旬の トウモロコンより5月 下旬以降となるソルガムが

適し, この場合ライ小麦の収穫適期は5月 下旬～ 6月上旬
と考えられた。
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注 刈取調査は ■7～ 88年 は 5月 18日 と 6月 20日 ,'8意 ～89年 は5月 23日 と 6月 19日に実施。
〔 〕内は '87年 9月 29日 播種時の出穂期
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4 ま  と  め

ライ小麦の播種適期は大麦とライ麦の播種適期の中間と

考えられた。越冬性は大麦とライ麦の中間であるが,適期
播種ではライ麦に優る品種もあった。生育特性の類似した

早生 ,中晩生 ,晴生の3品種グループに区分された。
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